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文献紹介
山下榮ー著『教育心理学一現象学的・人間学的試論ー』
中島
「教育心理学」と銘打った、あるいはそれに
類した教科書は、最近、おびただしい数にのぽ
る。それらにみられる編集上の一般的傾向は、
教育心理学の研究現状における最大公約数的な
諸知識を、幾多の共同執筆者の手で比較的短期
間に分担叙述するスタイルである。当然のこと
ながら、こうした編集方式では内容の体系的構
築は期し難く、盛り沢山の知識を限られた紙幅
に並列、解説したような体裁にならざるをえな
いのも無理なからぬところである。せいぜい目
次の立て方に編集、執筆の苦心と特色が反映さ
れる程度であると言っても、あながち過言では
あるまい。山下氏の標記ー著は、昨今のこうし
た教育心理学教科書の編集にみられる諸知識の
"体系なき体系化”の趨勢にいわば対角線をな
して交わる数少ない好著である。
全体は、 12の章立てからなる本論と、各章ご
との内容をさらに補習せしめる意図で解説され
た懇切な「文献案内」、それに教育心理学の基礎
的な用語（知識）をいわゆる 4大領域に配分し
て（各領域20~25項目）簡潔に説明した「用語．
解説」から構成されている。副題に「現象学的・
人間学的試論」とあるように、本論の全12章を
貫く「赤い糸」 (einroter Faden)は、生活世界
としての教育状況において不断に営まれ、現出
あるいは成立している諸事象の本質的な意味
をあくまて•先入観を排去しつつ可能な限り汲
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みとろうと努力する態度、ならびに世界におけ
る人間の独自な存在様式とその全体的な統一性
の視点から常に問題にアプローチせんとする態
度にくつきりと染め出されている。氏の一貫し
たこの立場が該書の体系性を鮮明に浮き立たせ
ているのであるが、以下、まず各章の内容と展
開を端的に紹介しながら、この点を証拠立てて
みよう。
第1章「教育心理学とは何か」においては、
まず欧米の（とりわけ戦後、アメリカ心理学界
の）影響下で、わが国の教育心理学研究・教育
が急速な制度的発展をとげ今日に至る歴史経過
の略述から始められる。そうした展開が一方で
教育現場からの多大の期待を担いながら、それ
だけにやがて教育心理学の「不毛性」批判、す
なわち現場の切実な諸問題の解決に斯学の成果
がどうもあまり役に立っていないという声が、
研究者仲間から、あるいは他ならぬ教育の現場
から起こってくるのであるが、こうした事態の
拠ってきたる根底が、実は19-t!t紀以来の自然科
学の発展をモデルとする行動科学の主導理念、
つまり行動の予測と統御に基礎をおいた「教育
技術学」としての教育心理学の方法論的立脚点
に深く根差していることを、著者山下氏は論証
しようとする。
これを受けて、続＜第'r章「人間の形成と教
育」では、教育の営みが単に教育事象として捉
えられるよりもむしろ「教育問題」の科学の対
象であり、教育思想と不可分なかかわりを内蔵
するが故に、常に「教育」の多義性が目立つ点
の指摘から筆が起こされ、従来教育心理学のあ
り方を強く規定してきた子供の成長•発達観
（とりわけゲゼルの発達観とレディネス概念遺
伝・環境論争）の批判を介して、「初期経験」の
重要性、輻義説から相互作用説への変遷などが
説かれる。そして人間固有の営み、特性である
教育、自已意識は、心理学における従来の「発
達」概念だけでは到底律し切れない広がりをも
ち、自己形成、自己決定の主体性を尊重する（つ
まり「教え込み」対「自由放任」の考え方を越
える）‘‘第三の立場”から新たな教育心理学の構
築される必要性が暗示されている。
では、その第三の立場から人間の「形成」（「発
達」ではなく）過程を眺望すればどうなるであ
ろうか。第in章「人間性の基礎的形成」では、
その概略の構図が幼児期を中心として描かれ、
第w章「実存者としての児童」では同じく児童
期をめぐっての叙述が、第v章「青年期の自己
形成」では文字通り青年期を対象に著者の構想
が展開されている。「内受容性」（ワロン）を軸
とした｀世話”の人間的状況のなかから「信頼
感」（エリクソン）が獲得され、旺盛な好奇心を
通して遊びの場面で事物と「出会い」（ポイテン
ディク）、物の名前（言語）を習得しつつ「共通
の状況」へと参与する行為のなかから「生活世
界」（フッサール）が成立し、こうした世界のな
かで「生きる力としての知力」「自律への意欲」
が培われる。生活者・実存者としての「児童理
解」がいかに行動科学の予測可能性を求める学
的態度と異なり、また「教育状況」の構造分析
が人間学的、現象学的方法に立脚してなされる
とき、従来の「集団主義」（マカレンコ）とどう
違ってくるかが説かれ、その延長上に自己探求
の青年期における「心理・社会的モラトリアム」
（エリクソン）の意義が述べられる。これらm、
W、V章の肉付けは恐らく著者の今後の重要な
研究課題となるものであろう。
第VI章「学習の意味」では、まず「学習」の
定義をめぐる考察に始まり、従来の動物実験か
ら得られた学習法則がそのまま無反省に人間の
教育へ適用されるのは誤りだと強調される一
方、行動変容には価値を志向しない場合もあり、
また学習は必ずしも行動変容としては現われ
ず、行動への用意性の変化、価値ある資質の獲
得などがなされる条件の解明が「実質的な学習
の成立」にとって重要である点が説かれている。
S-R説、 s-s説の解説とともに、しかしそ
れらが学習の複雑さを極度に単純化した理論で
あることが批判され、学習状況の多様性（非意
図的学習、自発的・意図的学習、課せられたも
のとしての学習など）が今日の学校教育の在り
方と関連づけて論じられている。この最後の論
点は次の第頂章「学習への意欲」でさらに敷術
され、「課せられたものとしての学習」の過重負
担に喘ぐ今日の子供たちにとって、学習意欲を
育むことの重大さとともに、自己充実を求める
のか優越欲を満たすのかで学習の教育的意味は
大きく違ってくる点が、「意欲の構造」（レル
シュ、正木）を考察するなかで浮き彫りにされ
る。人間として生きる意味の自覚と深化、自己
の存在意義を目醒めさせる学習への意欲という
観点から、学習の内在的な意味喪失に対して「何
のための学習か」を主体的に問い、子供の知的
好奇心、生きるための切実な意味自覚に訴えか
けるような教材編成の重要さと教科の意味が問
い直されている。
学習の問題に続いて第暉章では「教育評価の
問題」が扱われ、教育目標実現のための教育過
程の自己調整作用としての評価が、通常評価を
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行なう主体である教師の側からと評価を受ける
教育の主体者たる児童• 生徒の視点から、教育
現場での今日の実情と諸問題に例をとりながら
論じられている。とくに評価の「管理的側面」
の肥大化傾向に伴う弊害、加えて客観テストの
普及に伴う弊害、つまり真の問題解決力ではな
く「テスト解答の技術」習得に流れがちな学習
傾向に対して「人生を生き扱いていく力として
の学力」、評価における本来の客観性とは何かが
切実に問い直されている。この点はさらに第1X
章「心理テストについて」へと引き継がれ、知
能テストと性格テストの歴史的由来、概観がな
されたあと、とくに選別の用具としての知能テ
ストの批判と IQの本質をめぐる諸問題への批
判的考察に重点をおきつつ、総じて心理テスト
（とりわけ知能テスト）は、選別の用具が科学
信仰によって権威づけられた所産以外の何もの
でもなく（心理テストの存立基盤）、真の教育に
役立ってはいない点が力説されている。
第 x章「危機にある人間—いわゆる適応の
問題」では、戦後我が国の教育心理学の中心概
念の一つであった「適応」問題の吟味から説き
起こされ、「過剰適応」と環境の質そのものの問
題、より高い価値実現と生存の意味充実の問題、
不適応の「個人還元主義」の誤り、単なる適応次
元を超越した人間性の見地（状況への「意義申
し立て」「拒否」としての不適応、自已形成途上
における「危機」としての不適応、「障害」の個
人還元主義の誤り）など力噌れ:t-_, れ、続く第XI
章「危機ののりこえーーカウンセリングについ
て」においては、前章で指摘された適応主義、
不適応の個人還元主義を越え出る契機として
ロージャズの「クライエント中心的カウンセリ
ング」を採り上げ、彼の「非指示的カウンセリ
ング」の立場に教育や福祉の原点を示唆する哲
学を認めつつも、人間のさらに深い存在次元へ
の関与の必要性からフランクルの「実存分析」
へと考察が進められている。
終章である第1I章「教育状況における教師」
では、そもそも「教えること」と「育てること」
の絶えざる統一、文化財を伝授しつつ子供の自
己形成を励まし助ける営みのなかにこそ教師の
役割があり、あくまで児童の自発性を信頼しつ
つ教育状況を構成し、かつ揺れ動いて止まぬこ
の状況に生き抜く教師自身の絶えざる自己形
成、「内なる偏見の洗い直し」、 4敏：師集団の連帯
の必要性などが論じられている。
初めに述べた著者の立場、考察の視点の一貫
性を全12章にわたって具体的に証拠立てるた
め、限られた紙幅にもかかわらず、以上敢えて
各章の論点を端的に抽出、要約した。書評子も
実は著者山下氏の学的立場に基本的には賛同す
る者であるが、行動科学の立場から教育技術学
として築き上げられてきたこれまでの教育心理
学の諸知識、実証事実を「自然科学的客観主義、・
心理主義といった従来の心理学を毒していた病
根」に連なるものとして否定し去るのではなく、
むしろ著者の体系をさらに肉付けする素材とし
て吟味、取捨選択しつつ活用する道が拓かれ得
ないものであろうかと考え込む点も幾つかあ
る。これは折衷主義ではない。筆者の考えでは、
結局、「行動」の概念をどう理解するかにその道
を切り拓く突破口があるように思われる。生活
体の行動は決してS-R図式で描き切ることが
できるほど単純な営みではないし、一方その行
動から内面性の契機を全く抜き去ることもまた
できないのではなかろうか。この問題について
は、しかしながら、機会を改めて筆者自身さら
に論究したいと考えている。
（芸林書房・昭和53年）
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